
 

 

令和５年度山口市美術展覧会講評 

大 賞 

「幻日」 

内山 省三 

 

 

捉えられた独特な空間は、空とペイントされた廃墟によって構成され、モノクロームでま

とめられている。空の質感は粒状性が粗く表現され重厚感があり、廃墟の壁面から手前

までは精密な描写となっていて、心地よく浸り続けられる。眺め続けていると、疑問に心

が奪われていく。この廃墟は何？場所はどこ？描かれているのは猫なのか悪魔なのか？

そして向かってくる猫の存在は、虚構と現実をつなぐトリガーのように感じられる。現実の

空間に、異空間を創出した秀逸な作品である。 

             （倉田 研治） 



 

準大賞 

「一休み」 

村田 賢二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 山口市教育委員会賞 

 「真夏花」 

 石村 幸穂 

 

 

 

 

 

 

 

 

師走の注連縄作りを終えた老齢の男女が、

ストーブで暖をとり一息ついている。活き活

きとした身ぶりや表情から、今にも会話が聞

こえてくるようだ。重ねられた色彩や厚塗り

のマチエールにも作者のこだわりが見られ、

小品ながら見る者を飽きさせない。注連縄に

は魔除けの意味があると言うが、黄色を基調

とした背景に浮かび、二人を見守るようであ

る。新年も大切な人が幸せに過ごせることを

願いながら、何気ないひと時を噛みしめるよ

うに描いた秀作である。 

 

 （藪田 淳子） 

大きな太陽を背景に真夏に咲くひまわりの

花々が箱の天面と前後の側面にかけて描かれ

ている。夏の青空の下、強い太陽の光を追う

ように明るく大輪の花を咲かせるひまわりの

イメージを、金銀の細かい粉を蒔付けて文様

をあらわす漆の蒔絵の装飾技法で見事に表現

している。またひまわりの花びらは細かい卵

殻であらわされており、単なる蒔絵表現とは

異なるアクセントが加わることで、この作品

の文様表現をより一層豊かなものへと昇華さ

せている。 

 

（後藤 修） 



 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おごおり文化協会賞 

「糸あそび（刺しゅう・てまり）」 

神無月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口文化協会賞 

「行動制限解除」 

長谷川 章子 

 

鮮やかな色彩が広がる柔らかな優しい作品で

ある。二階の窓からコンビニと道路が見える街の

ごくありふれた風景画であり、そこには普段の日

常が描かれている。タイトルが示す通り、行動制

限が解除されたことにより、漸く普通の生活を取

り戻した安堵感が感じられる。和紙絵独特の柔ら

かさと淡い滲みが効果的に活用されており、観る

者をその世界へと引き込む。左下から右上へ延び

る道路が少し左へ曲り奥へと向かう構図は、更に

賑やかで楽しい中心街へと誘っているようだ。行

動制限中の閉塞感から開放された喜びが、眩しく

鮮やかな色彩として表現されている。 

 

（上原 一明）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大中小の球体の織り成す幾何学模様。時

には椿をはじめとする花のよう。時には地

球は青かったの如く、天体としての星に見

えて来る。あっこれは水星、これは火星と、

鑑る者の心を掴む。一本の糸が二重三重と

幅を持つことによって表現が広がってゆ

く。しかも球体面のゆるやかな曲面を直線

で結んで行く赤・青・緑・黄色。まるで世界

一周豪華客船が、港、ミナトに接岸して行く

ようでもある。大中小これ程の数、これだけ

の違った別世界を創造するのには並大抵の

力では出来ない。圧倒された作品である。入

賞おめでとうございます。 

 

（松田 鶴信） 

 



 
 
 

 

 

 

  

奨励賞 

「魅せられて」 

岡本 弘子 

「浮遊」 

木村 重美 

「はじまりのとき」 

井上 広之 

「桜に鷺の図」 

加藤 昇 

「野鶯啼破春」 

清水 芳華 



 
 
 

 

 

 

 

審査員特別賞 

「石楠花」 

徳永 和代 

「イワタバコ」 

藤井 由佳子 

「春立つと 他３首」 

大浴 優佳 

「人ジン」 

祐村 恵彦 

「異端」 
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◆ 総評 

 

 今年度の応募作品は、従来の制作手法から横断的な表現まで多種多様な力作が出品され

た。16歳から 91歳の幅広い年齢層から応募があり、展覧会のレベルを支える原動力となっ

ている。昨今の社会情勢では、戦争、災害、感染症、、、など気持ちが揺さぶられることが散

見されるが、応募作品はそれぞれの日常や営みの中で感じ取ったことを昇華して、前向きに

考えや姿勢を打ち出している。審査は厳正に進められたが、受賞の選定は審査員を悩ませ

た。選定では、独自の世界観が示されていること、新たな表現に挑戦する創意や丁寧に時間

かけて仕上げる姿勢などを評価のポイントとした。本展覧会は、つくる人たちの研鑽の場で

あるとともに身近な作品鑑賞の場でもある。若い人の参加減少などの課題もあり、時代や状

況にふさわしい公募展としてのアップデートや環境づくりが望まれる。展示作品を通じた新

たな気づきが、関わった人の日々の暮らしや気持ちの潤いとして、これからも持続していく

ことを期待したい。 

（審査委員長 倉田 研治） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(審査員) 

上原 一明  山口大学教育学部教授 

倉田 研治  山口県立大学国際文化学部准教授 

後藤  修  山口県立萩美術館・浦上記念館学芸専門監 

松田 鶴信  山陽小野田市立山口東京理科大学非常勤講師 

藪田 淳子  下関市立美術館副主任 

（五十音順・敬称略） 
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